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〈編集後記〉 
 本号では、梶原勝美「再考：マーケティング生成論」と藤本一美「米国における『ウォール
街占拠』運動―“直接民主制”方式による意思決定―」を収録した。 
 梶原論文では、これまでマーケティングの生成は 19 世紀後半のアメリカ企業の機械による大
量生産型ブランドの創造と展開の中に見られるとされてきた「定説」に対し、17 世紀後半の日
本における「白鹿」、18 世紀後半から 19 世紀初頭におけるアイルランドの「ギネス」、そして
19 世紀前半の日本の「キッコーマン」など、醸造業者によるブランドの創造とマーケティング
の生成に遡るとする実証的な事例研究に基づく新たな視点が展開されている。これらは、アメ
リカの大量生産型企業によるブランドの創造とマーケティングの生成とは異なる歴史的展開と
いえよう。梶原論文は、アメリカだけではないグローバルなマーケティングの歴史的生成過程
に視点を据え、「マーケティング生成論」に新たな光をあてた力作であり、読み応えがある。 
 藤本論文は、2011 年 9 月 17 日にアメリカのニューヨーク市ズッコティ公園（自由広場）で
始まり 2012 年春まで続いた、いわゆる「ウォール街占拠」と呼ばれる若者たちを中心とした反・
格差抗議運動の実態と特質を検討した実証研究である。抗議者たちのメッセージは、大量失業・
格差社会・民主主義のあり方・金融資本主義などに対する異議申立てであるとされ、代議制民
主主義への幻滅と直接民主主義への希求を主張する直接行動であるとされている。日本でも、
反格差社会運動が湧き上がり、3.11 以降は脱原発運動のデモや集会が続いており、市民の直接
抗議運動が展開されている。アメリカの反格差抵抗運動を、民主政治のあり方を基軸に冷静か
つ客観的に分析する藤本論文は、日本の民主政治の現状を考えるうえでも多くの示唆を与えて
くれる秀作である。 （文責：専修大学法学部教授・内藤光博） 
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